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研究成果の概要（和文）：本研究は、二言語使用者が使用する言語によって態度や行動、または感情表現を変え
るという現象をリメディアル英語教育に活用し、英語に苦手意識を持つ学習者が英語による表現活動を通して新
しい自己像を構築し、英語力と共に自己効力感を向上させられるような言語アイデンティティ教育的指導に貢献
することを目指した。
学習者の英語に対する苦手意識の原因や各言語使用時の心持ちについて調査を実施し、その結果に対応した指導
を授業や海外短期研修、国際交流プロジェクトにて行い、英語による自己表現を通して学習者の新たな自己の発
見や自己効力感の向上、他分野への前向きな取り組みの姿勢に繋げた。

研究成果の概要（英文）：This study aims to make contributions to improve self-confidence of Japanese
 learners of English through remedial English classes by using the phenomenon that bilingual 
speakers of Japanese and English change the way they talk or communicate depending on the language 
they use. 
Questionnaires and in-depth interviews were conducted to find what had caused the learners the sense
 of a dislike to English, or how the styles of learners' self-expression in English change compared 
to when they express themselves in Japanese. The results of the surveys were used effectively in the
 remedial English classes, short-term overseas study programs and international collaborative 
projects. As a result, many learners have found their new selves through the second language selves,
 have improved their self-confidence, and also they have shown the tendency to actively engage in 
other things beside English learning after they overcame their weakness and their self-confidence 
was improved.

研究分野：外国語教育

キーワード： 自己効力感　L2 self　言語の話者への影響　リメディアル英語教育
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研究成果の学術的意義や社会的意義
学習者の強い英語苦手意識から来る自信の無さや自己効力感の低さを取り除くために、苦手意識の原因をアンケ
ートやインタビュー調査で解明し、効果的なリメディアル英語教育を実施した。言語が話し手に与える影響を有
効に活用し、英語での自己表現、L2 selfの発見などを通して学習者が新しい理想的な自己像を構築し、授業や
海外短期研修、国際交流プロジェクトの場を通して新たな自己表現を行い、英語力と共に自己効力感を向上させ
ることを目指した。授業内外での多様な取り組みへの参加を通して英語への苦手意識を克服し、自信を持って他
分野へも積極的に挑戦するようになる学習者が多数見られた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 
 本研究者が授業を通して出会う学生の多くは、英語に大きな苦手意識を持っており、英語力も
中学校の段階で止まっている者も多い。現在の勤務校で教鞭をとるきっかけとなった公募要件
の一つに、「英語が嫌いで強い苦手意識を持ち、英語恐怖症である学生を、いかに英語好きにさ
せるか」について自分の考えを述べることが含まれていた。入職し、実際に授業を担当し判明し
たことは、一般的に英語学習の動機として挙げられることの多い、英語力や国際感覚の向上、異
文化へのパスポート、就職活動における有利性、というようなものは、なかなか学生が身近なこ
ととして捉えず、どこか他人事のような距離を持って英語に接する傾向があることであった。 
 また、多くの学生は自己肯定感が低く、総じて大人しい上に、母語である日本語での発言や自
己表現も控えめで、他者とのコミュニケーションに苦手意識を持っている場合も多い。このよう
な学生と過ごす中で、英語を通して新しく得る自己像を前面に出した英語教育を試み、学習者の
内面的な成長と繋がるような教育の実践を目指すという状況であった。 
 
 
２．研究の目的 
 
 日本語での自己表現や自己開示が苦手な学生でも、授業において英語で話す際に、時として身
振りも表情も豊かになり、発言の内容や態度も日本語を話す時に比べて積極性を増す学生も見
られるようになった。二言語話者が使用する言語によって態度や行動、または感情表現を変える
という現象を英語教育に活用し、学習者が英語による表現活動を通して新しい自己像を構築し、
英語力と共に自己効力感を向上させられることを研究の目的とした。特に、英語に苦手意識を持
っている学生、また英語を必要と感じていない学生に対し、英語による新しい自己像 L2 selfの
獲得という言語アイデンティティ教育的なアプローチを学習者の動機付けに活用することを目
指した。 
 
 
３．研究の方法 
 
 使用言語が話し手に及ぼす影響を第二言語習得研究に関連付けた Norton(1995)や、日本語母
語話者が英語を話す時の心持ちの変化に関する Burton(2011)や東本(2015)の先行研究をもとに、
学生の心持ちや感情表現が使用する言語によってどのように変化するか、また学習者の自己効
力感を英語力と共に向上させる、という観点からの英語教育法を探るため、勤務大学で必修・選
択英語を履修している学生、また海外短期語学研修（提携校である University of Pittsburgh 
at Bradford での 2週間の夏季英語・異文化体験研修）へ参加した学生を対象に調査を行った。
また、英語を使用する機会や、異文化に接する機会が少ない学生たちのために、学内で国際的な
イベントや異文化交流プロジェクトを多数開催し、学生が英語をより身近なものとして捉えら
れるような状況を作り、英語を話せるようになりたいと自発的に思わせる環境作りに努めた。 
学生が英語に接する機会を増やすために、講義を英語で実施する選択科目や、学外の英語研修施
設である Tokyo Global Gateway にて学生が異文化体験を行う選択科目も設置し、その履修生も
調査対象とした。 
 講義の履修者や国際イベント、異文化交流プロジェクト参加者には、アンケート調査やインタ
ビュー調査、またグーグルフォームを利用したルーブリック評価調査を実施した。海外短期英語
研修参加学生に対しては、1セメスター15 回の事前講義を行うと共に現地研修を引率し、学生の
変化の様子を 2週間にわたり間近で観察した。また、参加学生の英語力の推移を追うと共に、ア
ンケート調査と半構造化インタビュー調査を行い、英語を使用することによる新しい自己像 L2 
self の獲得、英語や異文化に対する気持ちの変化、英語学習への意欲や動機、自己効力感が研
修前後でどのように変化したかについて調査を行った。 
さらに、コロナ禍で海外渡航が制限される中で学生の英語学習の意欲を喚起し、実際に英語を
活用する場を作るために、オンライン国際交流を計画し、COIL(Collaborative Online 
International Learning) Flat Stanley Project として海外の 5つの大学と交流を実施した。
英語を母語とする学生をはじめ、英語や日本語を第二言語として学ぶアジア圏の学生との交流
を通して様々な文化と多様な英語 World Englishes へ触れる機会を設け、より幅広い興味関心
を引き出す機会を多く持った。非同期型、同期型双方の交流を通じ、各国の学生の外国語学習へ
の熱心な取り組みと高い語学力に実際に触れ、学生の自発的な英語学習への動機付けを目指し
た。実践の一例として、Flat Stanley Project を基にオンラインでのバーチャルホームステイ
交流を考案し、韓国やアメリカの大学と実施した。 



 
アメリカの大学との交流サイト          韓国の大学との同期型交流の様子 

 

 
   アメリカの大学生と日本の学生が作成し、バーチャルホームステイをした Stanley 人形 
 
 
４．研究成果 
 
授業内や学内外で多数開催した国際異文化交流プロジェクト、また海外短期研修の場での英
語での自己表現を通して、学生が様々な形の L2 self を獲得する様子が観察された。英語による
自己表現により新しい理想的な自己像 ideal L2 self を構築し、日本語を使用する時とは異な
る新たな自己を発見し、英語力と共に自己効力感を向上させる様子が見られた。海外研修をはじ
め、大学の授業や学内外での国際的なプロジェクト等の多様な取り組みに参加することにより、
学生の英語そのものへの苦手意識と合わせて他者とコミュニケーションを取ることへの苦手意
識も薄まり、日本語での普段のコミュニケーションや、英語以外の他の教科や部活動等やアルバ
イト等の学外活動へも自信を持って積極的に挑戦するようになる前向きな様子が見られるよう
になった。英語を使用することで得られた L2 self がきっかけとなり、英語力のみならず学習者
の自己効力感が向上する結果に繋がったことは、大変喜ばしい成果であり、後頁記述の学会発表
と論文として纏めた。 
また、海外短期研修に参加した学生を対象に実施した調査結果の中で、複数の女子学生のリス
ニング力の向上が顕著であったため、言語の背景文化が話者に及ぼす文化的且つジェンダー的
な影響の観点より、英語話者と日本語話者の声のトーン等話し方がどのように変化するかを比
較し、論文として纏めた。 
COIL(Collaborative Online International Learning) Flat Stanley Project として海外の
5つの大学と交流を実践した実例報告として、オンラインでのバーチャルホームステイ交流を韓
国の大学と実施した様子を実践報告研究ノートして纏めた。 
 学生に散見される基礎英語力の欠如とそこに起因する自信喪失に対応するものとして、大人
の学び直しの教材「中２英語をおさらいして話せるようになる本」を出版し、複数速度の音声教



材や付随動画教材等、徹底的に学習者ひとりひとりの苦手分野に対応し得る独自の工夫を施し
た学習教材を作成することで総合的に学習者の自己効力感の向上を目指すリメディアル英語教
育研究の総纏めとした。 
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